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鈴　木　圭　介

『アメリ　ガ経済史研究序説』

I
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わが国におけるアメリカ経済史の研究が,従来冒-I,

ヅパ経済史のそれに比して,かなりの「たちおくれ」を

し妙していたことは否ffi出来ない。薯千のすぐれたモノ

グラフ並びに2, 3の詔書をのぞいては,全く概説風の

文献があヮたに過ぎず;古代融:合はもとより,封建制度

をさえもちあわさぬ新興団の直ヒ禽経済史は,いわば吾々

に一種フレムドな領域として老慮と省察の外に置かれ,

冒-ロブパ最近1B:史の1節としてより以上の重要性をは

らわれなかゥたわけで,そこに含まれる問題の重要性,

純畢間的な正しい硯角の基執さえ,ほとんど論議の中心

にとりあげられなかヮた憾みがある。

しかる.に第一次大戦,とりわけ今次の大戦をきっかけ

として,聴界経済に占めるアメリカの比重は,いやが上

にもたかまり来り,最も純粋な資本主義的凌翼をとげた

図として,まさしく吾々に大きな謎を撞起するに至ったO

それのみではない.吾々自身,炭然たる歴史的事鷺とし

て,その好むと好まざるとに関わらず,いま現に「東洋

近fl読ヒ台北」の方向乃至基粘如何,その可能性如何とい

う授刻な課題の前に立たされ　その科撃的解明の方途と

して,耽界史的境横における経済証禽空展の正しい比較
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研究を迫られているのである。その時にあたり,アメリ

カにおける資本主義の安達は,何故,如何にして可能で

ありたかを構造的に理解することは, -はその本国イギ

リスはもとよ4),ヨトロヅパ証密会故の展開過程との比

較において興味を惹くばかりでなく,他方,菅々自身の

いわば質接的な要静こひっかけて,輝野に無関係ではあ

り得ない筈である・O

鈴木圭介氏の本書は,僅々140葛飴の短篇ではあるが,

とのような要求に酎ーる最も正確な,またきわめて野沢

な基飴を提供してくれる労作であQ) ,平凡な概説-の序

論ではなしに,まきに高度な問題史的考察への絶好の

「序詮」であるO病躯をおして,この未踏の領野に,か

くもゆるぎなき礎石を置かれた著者の拳闘的情熱に,顔

い尊敬の念を禁じ得ない。

涯

本書は二つの論文と,二つの書評をおさめた補論・とか

ら成っLcかるOその第1論文『アメリカ甥立戦車の経済

的背景』 (pp. 3-60)は,北部のニ3: eイゾダラン=ドを

中心に見た均立戦等常時のit禽経済史的な構造分析であ

るo著者の出費勤ま,アメリカ繁菜の基礎として,豊富

な資源,即ち自然的諸膝件の研究は勿論必要であるが,
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しかしそれにとどまらず,その経済証合の最も基本的な

内部構造の分析にすすむことが,より一層重要であると
ヽ

の観照を土立っているO従って結果的に,また内容的にい

えば,それはいうまでもなく, 「産業資本Jの比類なき急

速且つ純粋な確立の限基をたしかめる瓢こもと妙られる

こととなるが,このアメリカ蓬莱資本の「自己確立」の

時期として, 1861年南北故事による北部資本の制覇が比

定せられ,さらにさかのぼって,この戦零と制覇を必至

たらしめた諸膝件の整備期として, 18世紀後年の鞄立故

事が考えられているのであるO即ち璃立戦争によって,

本国イギリスの諸制約から脱却し,自律的法則に交配さ

れる掬首の経済社食が成立するものと観じ,そこにはた

らく経済的推進力の,最も健全な萌芽をよみとるた劫に,

串合構造的にみて,常時最も「先進的」であった北部の

ニュー・イノダラゾド証合の分析を企てたのがこの論文

であるo具性的にして代表的なるものに郎しつつ,全貌

のうごきを示喫しようとする著者のすぐれた歴史感党が

うかがわれるであろう。

そこでまず,ニュー・イノダラゾドの「植民地」とし

ての地位の特殊性がとりあげられる。 r申達階級の教

師」, 「展の最善の市民」等と名づけられた墜蜜などュー

l)タゾ的移民を基本的な要素とするニ3.- ・イノダラ3/

ド,南部諸地方の如く,砂糖・煙草等本国イギリスに一

方的に有利な純然たる植民地的壷物をもちああさねこ3.

- 。イノダラゾド,者肝鮮卑いては申達の職人風農村

にあってはいわゆるヨ-マノを中心となし,植民地的共

同膿たるタウノシヅブを形成して,ブリ- ・ホ-ルダー

のピュ-リタゾ的規律をつくりあげたニュー・ィ../グラ

ノド,このように列挙すれば,人はそれが南部の植民地

的・封建的な大地主制度と如何に大きなコゾトラストを

なし,また封建的なるものに反抗する「ヨ-マノ的豊業

社食建設の戦闘意識」をはぐくみ得たかの事情をほぼ推

測することが出来るであろう.著者がアメ1)カ経済史の

根幹をつかみ得るとなす確固たる自信は,あたかもこう

した社台機構の丑展分析に向けられているのである。

かくて「小鼻業と手工業との結合が次第に進行しゆ

き,植民地アメ')カ選民の原型が徐々に完成して来た」

と説かれるのを聞く時,吾々としでは,冒-ロブパ史の

場合におけると同棲,この両者の「結合」が具捜的に如

何に行われ得たか;どの鰐皮にドミナノトとなゥたか,

いわゆるタウノ.yヅプの本喝ま何か等々の疑問を感じる
のであるが,とにかく,遊民の健全な「原型」の上に,

漸く商品生蓬と商品流通の証ヒ禽分化がおしすすめられ,

ここに著者が明快に類別される小商人,中位の商人(ト

レ-ドマゾ),大商人Cマーチャ/ト)の三横型が出現した
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ことは首肯され得るoそしてこの三者,とりわけ第三の

類型について,盛大な間際貿易的視野よりなされるその

前期的商業資本の性格づけは,みごとに成功していると

思うo Lかし第-のものが,'・これまた具性的に,どうし

て産業資本に芝屋・極化したか,堅賛な農民暦と,封建

主義老化する商業資本家という「二つの魂」の封立が,

類型的にはとにかく,構造的・蜜質的にみて,果してそ

れほど絶封的なものであったかという段になると,私と

してほ中世末期・近世初頭のオラy/ダ北方経済史等に想

いあわせて,大塚史堕に瞥すると同棲,必ずしも無前提

に納得することは出来ない。全アメリカ経済赴合の南北

の翫二ということとは別個に,具櫨的な地域でのこのこ

つの在り方の相貌とその分析を知りたいと思うのは,臥

一人ではあるまい。

ついで著者は,植民地アメリカ経済の妻達を巧みに艦

括し,農業をば本国イギリスとの暫比においてとらえ,

造船・製錬,特に羊毛マニュファクチュアの援達が,イ

ギリスによって如何に危険硯されるに至ったかを説き,

イギリス政府の封策の表出たる諸多め焼例を引きつつ,

掬立戦争の勃妻とその結果とをまとめあげている。これ

によって吾々は,かの有名な茶族例という如き直接的な

きっかけではなしに,この故事が,全盛としての緒民地

アメリカに対する匿力が,本図とのいわば決定的な封決

に追いこまれた必然的な結果であヮた所以を,理解する

ことが出来よう。

そこで著者は,この戦争をめぐるロイアリストとパト

リアトの二大勢力の分布,そしてその勢力を構成する赦

合諸階層の接維なコゾビネ-ショゾを詳述し,農民及び

小市民・職人,特に新たにそこか現茎頭したマニュファ

クチュア主等々を主力とするパト1)アトの執劫な反英敢

闘意識を娼詞するO即ちさきに見た「二つの魂」は,い

まや次元をかえて「マニュファクチ3.ア主と同盟せるピ

ュ←リタゾ的農民-,<ト1)アトと,地主階級と同盟せる

クエ-カー的商人-ロイアリストの撃立に護展し」,若

干の例外を含みながら,全比としてパト1)アトの輝やか

しい勝利をもたらし,封建的諸関係の漸次的凌止,産業

の糞臓とその保護に遇進した事情をのべ,戦後,パト,)

アトとロイアl)ストとの間の若干の安囲,歩みよりをし

・めしつつ,錯綜したニ3_- ・イゾグランドの社告帯成を

概諭し,その混沌をつき破って,産業資本が自九　もヮ

て張力な進出をしめそうとする情勢にありたと結ぶOそ

してこの進出を公然たる政策により,おしすすめること

にあずかって力のあヮたのが,アレグザノダp- 9ノ、ミル

トゾであり, -ミルトゾの業績,香,より正しくはその

卓見を詳述したのが第2論文なのであるO
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従って,第2論文『アメリカ合衆閥初期の経済政策』

(pp. 61-97)は,その副題に明記されている如く,アメ

リカにおける自立的な近代社脅成立の基本的性格を,初

代大統領ジョージ・ワシソトノ治下の財務長官たりしア

レグザノダ- ・ -ミルトゾの経済政策を中心に考察した

もめである1783年のパリ燦的で璃立国たることを会課

された合衆国には,蓬莱資本家・選民暦・大地主階級等

等の問に,国民的統一をめぐゥて,況刻な危機が到来し

ていた1781年より1788年の「聯合」 (Confederation)

の時代がそれであり,この危機の克服は,農民層の意志

を駐性にした安協により, 「合衆国憲法の制定」という

かたちで行われたO南部大粒との出身であるジョ-ジ・

ヮシ/I/の出現はそれを澄明`しているが,しかし彼の

側近には,あたかも`この安協の勢力関係を示唆するもの

の如く,北部産業資本の代表者-ミ1ルトゾと,西部小農

の代表者ジェファ-スノとが,祁対して並んでいたので

あるo

_本稿は,まさにこのような勢力均衡の中で,ハミルト

1/の献策が如何に採用せられまた何をめざすものであ

ゥたかを詳論しつつ,その肢栗として,アメリカ証禽が

方向づけられた壷業資本主義完成-の途を明恵したもの

であるoここで著者は, -ミルトゾ全集に収録されてい

る彼自身の4個の報告書,即ち(1)公信用に閲する第1

岡報告書(1790・I・14), (2)中央銀行に関する報告書

(1790・XII・14), (3)製造工業に関する報告書(1791 ・

xII・5),及び(4)公信用に関する第2同報告書(1795

・I・16,21)を梶本史料として,まずその蛍時の証合経

済史的な背景を措出するo即ちイギ1)スと比較する場

令,アメリカには「南部」という特殊な地域があり,ドイ

ツと比較する場合, 「北部」七いう地域があり,またこの

両者と比牧する場合, 「西部」という特殊地域の巌存す

るアメ9カ,この後進的な諸要素を前提としつつ;国民

的統一と産業資本の育成とが如何にして可能であるかO

これが-ミルトゾに課せられた絶大のテ-マであヮたと

いうOそれゆえ, -ミルトゾの経済政策的地位は,産業

資本の擁護・育成をねらう限り,'ァダム・スミスの追随

者であり,後進国の傍護政策を念ずる限り,フ1) -ドll

ヅヒ・l)ストの光職者であるような,つまりスミスと1}

ストの共通性をもちああすものであり,またそうあらざ

るを得なかったわけで,著者は,Lここから異性的歴史等

宜に野庭して,ほかならぬアメリカ合衆国の経済的進路

を見定めた!、ミルトゾの偉大さをとらえようとするので
ある。
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従って,ジェファ-スゾの「澄業主義」に抗して「工

業主義」を強引におしすすめ,金融政策,中央鋲行の設

立,とりわけ労働政策におい七, 「労働人口の量的稀少性

を,生重力の質的噂蓬によって克服しよう」となし,節

約と蓄積によって近代的労働者階級の合理的な在り方を

示唆し,また確信した彼のピ3:リタ/的政策は,交通

網の完成による園内市場の開登,いわゆる「圃民的供給」

(national supply)の塔現実と~ともに,まさに吾々をし

て,スミスの捜系とリストの諸政寒とを紡沸せしむるも

のが存在する。

そしてこれらの「捉案」は,いずれも北部による南部

の経済的支配の要求という切蜜な現蜜的課題につながっ

ており,南部のカを三野する一種の誤った柴観諭が前提せ

られているのであるが,これが果して-ミルトゾの企囲

する如きそのままの結果をもたらしたであろうか。著者

はその後の史蜜によって,これに否定的な解答を興え,

-ミルトゾ失脚後をとみる蓬莱資本の拶退現象を説き,こ

の政策の質債が自資される見通しとして, 1812年の英米

故事,そしておそらくは南北戦撃につながるアメ1)カ社

台経済史の全構造を頚想しておられる如くである。

このようにして, -ミルト/の諸政策が,政策の容顔

な埋串乃至は構想の域をは草かに越えた蜜鏡でありたこ

とは祝われるが,しカ-'しそれではどの程度にそれが成功

し,またどこで,どうした難.%に遭遇したのかの異性例

に至っては,必ずしも明示されてはいないo産業資本の

育成,北部フリー・ホールダ-の優越という一本の線が,

あまりにも著者の関心の中心となり,複雄な「力関係」

の接合も,その一線を中心に償値づけられている傾きが

強い。これはたしかに本書全鑑の力強い長野となゥてい

るが,欲をいえば,如何ようにも援罷する可牌性ある諸

カの複合を,一層ありのままを.=措出し,分析してほしか

つたと思う。

しかしとにかく,このすぐれた論稿によヮて吾々は,

アメリカが援畏する方向づけの「種の社台経済史的な理

論的具隆桝をみせつけられたわけで,ヨr pプパ経済史

との比較を必要にして充分な程度に考慮した著者のすぐ

れた叙述は,一諸産業の在り方に封するきわ妙て具性的な

例語とともに, ・吾々をしておそろしく明快に常時のアメ

1)カ証密の構造をJbに描かせてくれるであろうo漠然た

る,筋金の通らぬ概説書を幾筋も讃むよ4)ち,こユ- ・

イノダラゾド並びに-ミルト/を中心としたこの二つの

好論文を讃む方が,はるかにするどぐ問題の所在を理解

することが出来る。

『補諭』の第1は,匿名氏藩『アメリカ農業』(1775年)

複刻版についての紹介である(pp. 101-122.)即ち600某
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近いこの根承史料に調し,その原作者が誰であるかの考

記の現段階と,本文内容の紹介とを,きわめて懇切にお

こない,掲立宣言(1776年)の前年に刊行されたこの書

が,政治的に如何なる意因と識見をもち,従ってまた,

内容的に,イギリス本国の植民地アメ、Jカ親を如何に如

賓に反映しているものであるかを,興味控く紹介してい

るO北部の嘩民地のジ-/トルマノやファ-マ-,ニ31

- ・セツラー等々が,イギリスの農民に比して如何にめ

ぐまれ,またすぐれており,フy-　ホールドを基調と

して,如何に力張い精神を包蔵しているかをみぬき,南

部はとにかく,北部のこうした「本圃との競雫」という

来るべき不安を,はやく萌芽のうちに摘みとるべきであ

るとの提案をものしているこの書物は,1原作者が誰であ

るかも興味深いことには相違ないが,掬立故事前夜のも

のだけに,汲めどもつきぬ史料の賢唾の如く思われてな

らないo著者の紹介は,前掲二論文との関係上,特にこ

の部分を詳しく紹介されているが, isそらくはさらに贋

範な税野から,政策史,農業史のきわめて多くの問題を

含む史料であろう。

『補論』の第2は,リグァモァ著『初期ナメリ力士地

合証』 (1939年刊)の書評である(pp. 123-141)。いわゆ

る西進連動初期の土地禽社の法制史的・経営史的研究と

して注目さるべきであり,懇切にも同書に封するグラス

教授の批評をも,あわせ論じられている。

Ⅳ

以上が本書の概要であるが,いわば専門ちがいの私が,

本書を詳しく此評することは,もとより柑ちがいのそし

りを免かれないであろう。それにも拘わらず,私は本書

行諭の長撃さと,アメIl)カ経塀史に対する著者のフレ.ヅ

シュな視角とにこころ動かされて,環に本書を紹介する・

だけでも断じて無意味ではないと考えた次第である。そ

してその結果として,第1に感じたことは,アメリカ超
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済史の研究には,どうしてもヨ-ロツパ経済史との正し

い比較が大切であるということである。つまりイギリス

を「先進掬」と考える場合,アメリカの有する特殊な後

敵性が,人と物,技術と資源,樽統と創造等々の特真な

からみあいによって,如何に克服されてゆくかが問題で

あり,そのことは同時に,ドイツ,フラノス等の経済史

と直接のかかわりを持うこととなるのではなかろうか,

さらに植民砲戦雫一般にひろげて考えるならば,全ヨー

ロッパ的覗野における宗教と経済の踊聯にまで及^・:であ

ろう。

第2に感じたことは,根本史料の刊行物をさらに徹底

的に利用出来ないか畠、う鶴であるO著者は第一論文で

W・ B, Weeden, H. U. Faulkner, L. M. Hacker,

R. A. East等の有名な諸研究を精密に引用されている

が,この論文の主題に関して,第二論文になされたが如

き史料により,史料をして語らしめることは不可能なの

であろうかOあが琵忙おけるアメリカ史史料集がどの輝

度に利用され得るかの事情にうとい私としては,この鮎

に疑問をもつわけで,もしきわめて稀少であるとすれば

はやくそうした史料の蒐集が識者により要望さるべきで

はないかと考える。禰論第1の如き史料から研究がおし

すすめられることとなれば・わが団におけるアメリカ紅コ

済史の好俊は一段と重きを加え,もりと多境に即してゆ

たかな具鰹的内容とともに,結合されることとなるであ

ろうO本書はまさにそうした本格的な研究-の軌、基基

をなすものであり,堕罪の共同材として測り朱肝Lぬ意義

をもつものと思うo

健康すぐれざる著者の全快を所り,この棟に滑ったア

メ′リカ産業資本成立蟹盛の歴史が誰よりもまず著者のた

ゆまざる畢閏的精進によって大成されんE]の一口も早か

らんことを期待しつつ,こに蕪催な紐介をおあることと

するo C昭和24年11月,日本評論紅, 150囲)


